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鹿児島県日置市 

発　行／日置市役所 
　　　　総務企画部企画課 
〒８９９‐２５９２ 
日置市伊集院町郡一丁目100番地 

TEL 099（273）2111 
FAX 099（273）3063

東市来支所 
TEL 099（274）2111 

日吉支所 
TEL 099（292）2111 

吹上支所 
TEL 099（296）2111

№17 平成18年10月号 

今年最後となった皆田小学校の
運動会。大勢の地域の人に見守ら
れて盛り上がりました。

（９／24 東市来）

今月の
表 紙

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積  253.05椙

総人口 52,966人（△32） 

　　男 24,735人（△30） 

　　女 28,231人（△ 2） 

世帯数 22,329（△ 3） 
10月1日現在（　）は前月比 

編

集
た
い
む

九
月
七
日
、
鹿
児
島
中
央
家
畜
市

場
で
日
置
市
で
は
初
め
て
と
な
る
四

地
域
合
同
の
日
置
市
秋
季
畜
産
共
進

会
が
行
わ
れ
、
市
内
の
畜
産
農
家
が

育
成
し
た
優
秀
な
和
牛
が
出
品
さ
れ

ま
し
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
伊
集
院
地

域
の
久
保
吾
郎
さ
ん
出
品
の
「
な
つ

こ
号
」「
か
な
こ
号
」「
あ
け
み
号
」

（
第
五
部
・
父
系
群
十
三
ヶ
月
令
〜

二
十
三
ヶ
月
令
）
の
三
頭
が
、
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
女
性
の
審
査
眼
向
上
を
目
指
す

女
性
審
査
競
技
会
の
部
で
は
、
十
八

人
が
参
加
。
競
技
の
結
果
、
四
地
域

か
ら
三
人
ず
つ
十
二
人
の
女
性
審
査

員
が
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
審
査
会
場
横
で
は
成
牛
の

体
重
当
競
技
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

惜
し
く
も
ピ
タ
リ
賞
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
参
加
者
は
成
牛
の
体
重

当
て
に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
様
子
で

し
た
。

各
部
門
の
最
優
秀
賞
の
中
か
ら
鹿

児
島
中
央
地
区
畜
産
共
進
会
（
九
月

二
十
一
日
開
催
）
に
出
品
さ
れ
、
今

回
選
抜
さ
れ
た
女
性
審
査
員
も
出
場

し
ま
し
た
。

鹿
児
島
中
央
地
区
畜
産
共
進
会
出

品
牛
は
次
の
と
お
り
で
す
。

妙
円
寺
詣
り
大
行
進
の
取
材
に
い
き
ま
し

た
。中
央
駅
か
ら
徳
重
神
社
ま
で
の
約
二
十
㎞

を
各
子
ど
も
会
や
育
成
会
ご
と
に
歩
き
ま
す
。

コ
ー
ス
を
先
回
り
し
て
カ
メ
ラ
を
構
え
て
い

る
と
、団
体
か
ら
少
し
遅
れ
た
小
学
生
二
人
組

が
ピ
ー
ス
し
な
が
ら「
写
真
撮
っ
て
〜
」。「
み

ん
な
に
追
い
つ
か
な
い
と
写
真
撮
ら
な
い
よ

〜
」と
言
う
と
、「
自
分
の
ペ
ー
ス
が
あ
る
か
ら
」

と
あ
っ
さ
り
。マ
イ
ペ
ー
ス
。大
事
な
こ
と
で

す
。▼
自
宅
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
を
作
っ
た
馬

渡
さ
ん
。地
域
と
関
わ
り
な
が
ら
、星
の
魅
力

宇
宙
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。宇
宙
に
は
数

え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
星
が
あ
り
、地
球
も
そ
の

中
の
一
つ
。し
か
し
、地
球
の
よ
う
に
生
物
の

い
る
惑
星
は
未
確
認
だ
そ
う
。何
億
分
の
一
で

で
き
た
地
球
。そ
こ
に
住
む
私
た
ち
。人
と
の

出
会
い
は
天
文
学
的
確
率
で
す
。夜
の
星
空
を

見
上
げ
る
と
自
分
の
抱
え
て
い
る
悩
み
な
ん

て
と
て
も
ち
っ
ぽ
け
な
も
の
に
思
え
て
き
ま

す
。▼
秋
は
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
で
取
材
も
多
く

な
り
、取
材
先
で
た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
い
ま

す
。「
生
き
る
」情
熱
を
も
っ
た
方
々
に
出
会
う

と
元
気
を
分
け
て
も
ら
え
ま
す
。自
分
も
こ
ん

な
生
き
方
を
し
た
い
。何
度
思
っ
た
こ
と
か
。

そ
ん
な
方
々
を
見
習
っ
て
、地
道
に
広
報
の
経

験
を
積
み
な
が
ら
、体
調
管
理
も
し
っ
か
り
し

て
マ
イ
ペ
ー
ス
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。人
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に
。

http://www.city.hioki.kagoshima.jp/

平
成
18
年
度 

日
置
市
秋
季
畜
産
共
進
会 

日
置
市
秋
季
畜
産
共
進
会 

■第1部　若雌（13ヶ月令未満）の部 
最優秀賞 
【１席】さちえ４号 県立農業大学校畜産学部 吹 上
【２席】あい号 福之上和洋 伊集院
【３席】ゆき号 榎園 洋信 伊集院
【４席】ゆきこ号 有馬 渉 伊集院
【５席】さきこ85号 外屋敷久徳 日 吉
【６席】うめこ321号 今村 英晃 東市来

■第2部　若雌（13ヶ月令以上16ヶ月令）の部 
最優秀賞
【１席】あけみ号 久保 吾郎 伊集院
【２席】なつこ号 久保 吾郎 伊集院
【３席】みちよ号 大庭 見一 東市来
【４席】のぞみ３号 永山 和子 東市来
【５席】かなこ号 久保 吾郎 伊集院
【６席】はなひめ号 久保 吾郎 伊集院
【７席】てるひら１号 小重 秀高 東市来
【８席】かつひめ号 蒲牟田静香 東市来
【９席】みゆき号 宇都 隆秋 伊集院
【10席】やすひめ号 西田 清盛 東市来
【11席】あきこ５号 西田 清盛 東市来
【12席】まんてん２号 瀬戸山利則 伊集院
【13席】えりこ号 今村 英晃 東市来
【14席】みく号 尾堂 勝哉 伊集院

■第3部　若雌（17ヶ月令以上23ヶ月令）の部 
最優秀賞
【１席】みなこ２号 尾堂 重盛 伊集院
【２席】はるこ号 柿内 正秋 伊集院
【３席】かずこの４号 尾堂 靖弘 伊集院
【４席】いずみ号 今村 英晃 東市来

■第4部　育種価母系群の部 
最優秀賞
【１席】きよみ号 横手 眞記 東市来

さなえ号 蒲牟田静香 東市来
ももこ号 蒲牟田静香 東市来

■第5部　父系群の部
最優秀賞
【１席】なつこ号 久保 吾郎 伊集院

かなこ号 久保 吾郎 伊集院
あけみ号 久保 吾郎 伊集院

■第6部　成雌牛区の部 
最優秀賞
【１席】ふゆみ号 鮫島 育朗 東市来
【２席】ひめふみ号 豊村かおり 伊集院
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地上デジタル放送の一部開始について 地上デジタル放送の一部開始について 
本年12月１日から次のエリアを対象に地上デジタル放送が開始されます。
日置市に関しては、鹿児島市の紫原のアンテナから受信されている地域で地上デジタル放送がご覧いただけると

思います。
それ以外の地域は、今後順次整備が行われ、平成23年７月23日までに全

て地上デジタル放送に切り替わることになります。

1．地上デジタル放送をご覧いただくには 
◇一般のご家庭では
①地上デジタル放送対応のテレビまたはチューナー
②UHF対応のアンテナで地上デジタル放送対応の帯域への調整が必要
◇テレビ難視聴等、共同受信施設では
①地上デジタル放送対応のテレビまたはチューナー
②共同アンテナの改修等が必要
※共同受信施設については、個々に現状を調査して対応する必要があります。

2．日置市の情報化計画 
日置市では、地上デジタル放送の開始に合わせて市内全域を対象にした「ケー
ブルテレビ」を導入する計画です。
ケーブルテレビの計画については、次号でお知らせしますが、ケーブルテレビに加入していただければ、既存のア

ナログテレビでアンテナの設置をしなくても地上デジタル放送をご覧いただけます。

去る５月８日に「いわさきグループ各社」から出されたバス路線廃止の問題については、これまで乗降客の調査等
を行いながら検討を進めてまいりましたが、最終的に次の時間帯に運行されていたバスが廃止されることになりま
した。
これ以外の廃止対象路線については、朝夕の通勤・通学に利用される便を中心に存続させる方向で運行事業者と協

議を行い、11月８日から来年９月30日までの期間に生じた赤字額を市が補てんする形で存続させることになります。
このようなことから路線バスの利用者が少なければ赤字補てんの金額が大きくなり、
市民のみなさんに負担をお願いしなければならないということになりますので、でき
るだけ公共交通機関、とりわけ路線バスの利用をお願いします。
また、現在４地域で運行しているコミュニティバス（100円バス）については、これま

でどおり運行し、今後市民のみなさんが利用しやすい路線や運行時間になるよう市全
体の路線を見直すことにしております。

鹿児島交通分

11月８日から路線バスの運行が変わります。

（注）時刻表示 
　時刻●・・・毎日運行 
　時刻■・・・日祝日運休 
　時刻▲・・・土日祝日運休 
　時刻◆・・・日祝日運行 
　時刻●・・・急行 

伊 作

田 尻

小 野

永 吉 麓

七 呂 三 文 字

扇 尾 小

入 佐

鹿児島バスセンター

時刻■

11：30

11：38

11：39

11：46

11：49

11：55

12：00

12：57

時刻▲

10：47

10：41

10：38

10：31

10：28

10：22

10：17

9：15

バ ス 停

伊 作

田 尻

上 田 尻

坊 野 上

永 吉 麓

吉 利 農 協

日 置 寺 下

上 日 置

時刻●

13：00

13：06

13：11

13：19

13：28

13：32

13：37

13：46

伊 集 院 13：55

バ ス 停

伊 作

野 首 入 口

駒 田

藤 元 農 協 前

伊 作 峠

谷 山 I C 入 口

鹿児島バスセンター

時刻●

12：59

12：54

12：50

12：45

12：37

12：29

11：50

バ ス 停

伊 集 院

高速松元バス停

鹿児島バスセンター

時刻▲

7：30

7：40

8：15

バ ス 停

大 坂

上 和 田

伊 作

時刻◆

8：00

8：16

8：25

バ ス 停

●鹿児島駅前（バスセンター）～皇徳寺～永吉～伊作 

林田バス分

鹿 児 島 駅

つつじヶ丘団地

麦 生 田

北 小 前

井 出 元

下 神 殿

桑 畑

野 田 上

時刻■

7：25

8：12

8：13

8：14

8：15

8：17

8：18

8：19

時刻●

9：30

10：07

10：08

10：09

10：10

10：11

10：12

10：12

時刻●

11：45

12：22

12：23

12：24

12：25

12：25

12：27

12：27

時刻■

7：53

7：13

7：12

7：11

7：10

7：08

7：07

7：06

時刻●

12：04

11：28

11：27

11：26

11：25

11：24

11：23

11：23

時刻●

13：29

12：53

12：52

12：51

12：50

12：49

12：48

12：48

野 田 8：20 10：13 12：28 7：05 11：22 12：47

野 田 三 文 字 8：21 10：13 12：28 7：04 11：22 12：47

東 市 来 8：25 10：19 12：28 7：00 11：16 12：41

湯 之 元 8：30 10：23 12：34 6：55 11：12 12：37

バ ス 停

●鹿児島～野田・東市来～串木野・川内 

錦江町・鹿児島駅

つつじヶ丘団地

麦 生 田

伊 集 院 高 校

伊 集 院

大 田

美 山

東 市 来

時刻■

19：20

20：00

20：01

20：09

20：13

20：17

20：25

20：28

時 刻

12：46

11：59

11：58

11：50

11：46

11：42

11：34

11：31

時 刻

13：46

12：59

12：58

12：50

12：46

12：42

12：34

12：31

湯 之 元 20：33 11：26 12：26

バ ス 停

●鹿児島～伊集院・東市来～串木野・川内 

●枕崎～加世田～伊作～鹿児島空港 
これまで、1日12便運行しておりましたが、1日8便運行になります。 

●湯之元～長里～高山、湯之元～皆田～上市来～長里～湯之元 
これまで11便運行しておりましたが、この系統は全て廃止になります。 
こけけバスをご利用ください。 
 

●串木野～鹿児島空港 
これまで1日10往復運行しておりましたが、1日5往復運行になります。 
 

※11月8日からの運行ダイヤについては、別途各ご家庭に配布する 
　予定です。 

●伊集院～日置～伊作 ●伊作～バスセンター 

バ ス 停

甲 陵 高 校

つつじヶ丘団地

麦 生 田

北 小 前

井 出 元

下 神 殿

立 野 団 地

時 刻

18：00

18：10

18：11

18：12

18：13

18：15

18：17

伊 集 院 高 校

伊 集 院

妙円寺団地南口

県 営 住 宅

野 田 上

野 田

野 田 三 文 字

18：19

18：23

18：27

18：30

18：32

18：33

18：34

東 市 来

湯 之 元

18：38

18：43

●甲陵高校～妙円寺～串木野 

バ ス 停

串 木 野

湯 之 元

東 市 来

江 口 浜 荘

江 口

江 口 蓬 莱 館

鈩 口

時 刻

12：35

12：55

13：00

13：08

13：11

13：13

13：16

神 之 川

潟 山

市 民 病 院 前

日 吉 支 所

飯 牟 礼 入 口

13：18

13：21

13：27

13：30

13：43

●串木野～湯之元～江口～日置 

バ ス 停

錦江町・鹿児島駅

つつじヶ丘団地

麦 生 田

伊 集 院 高 校

伊 集 院

時 刻

15：13

16：00

16：01

16：09

16：13

時 刻

17：22

16：33

16：32

16：24

16：20

●鹿児島～郡山～伊集院 

バ ス 停

湯 之 元

串 木 野

時 刻

7：00

7：26

時 刻

8：30

8：56

●湯之元～串木野 

●バスセンター～伊集院 

バ ス 停

伊 集 院

恋 ノ 原

市 園

時刻■

11：10

11：20

11：22

時刻■

11：37

11：27

11：25

●伊集院～恋ノ原～市園 

●伊作～苙口～大坂 

鹿児島工業高校1年 

田代　　涼くん 
鹿児島工業高校2年 

藤山　与夢くん 
鹿児島工業高校3年 

下茂　亮平くん 
鹿児島工業高校3年 

新川　典幸くん 

伊集院小学校6年 

小正　貴大くん 
神村学園中等部1年 

中野　花菜さん 
伊集院中学校3年 

土屋　　潤くん 
鹿児島南高校2年 

下園　将士くん 

第88回全国高校野球選手権大会 ベスト４

第22回全国小学生
陸上競技交流大会

男子走り幅跳び第５位

第28回全国中学校
ソフトボール大会
女子優勝

第37回全国中学校
男子個人90㎏超級

ベスト８

第61回国民体育大会
水球（少年男子）
第４位

日
置
市
か
ら
全
国
大
会
に
出
場
し
た
個
人
・
団

体
の
選
手
が
活
躍
し
、優
秀
な
成
績
を
残
し
ま

し
た
。
入
賞
し
た
選
手
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

全
国
大
会
で
見
事
入
賞
　 ！ 
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『
リ
ー
ベ
ン
グ
イ
ズ
』
と
い
う
言

葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
中
国
で
初

め
て
こ
の
言
葉
を
耳
に
し
た
と
き
、

知
り
合
い
の
日
本
人
が
「『
日
本
鬼

子
』
と
書
く
ん
だ
よ
」
と
教
え
て
く

れ
、
そ
れ
が
何
を
意
味
し
て
い
る
の

か
ピ
ン
と
き
ま
し
た
。
中
国
で
は
普

段
か
ら
侵
略
時
の
様
子
が
ド
ラ
マ
や

ア
ニ
メ
等
で
放
送
さ
れ
て
い
ま
す
。

幼
稚
園
児
ま
で
も
が
『
日
本
鬼
子
（
リ
ー

ベ
ン
グ
イ
ズ
）』
と
口
に
す
る
の
に

驚
か
さ
れ
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
こ
の
よ
う
な
番
組
を

見
て
育
っ
た
人
々
が
、
日
本
に
対
し

て
ど
う
し
て
好
感
を
抱
く
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
か
。
幸
い
、
日
本
の

自
動
車
・
電
化
製
品
・
ア
ニ
メ
等
が

中
国
で
人
気
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た

方
面
か
ら
日
本
に
興
味
を
抱
い
て
く

れ
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
日
系
企
業

が
多
い
の
で
、
就
職
を
考
え
て
日
本

語
を
勉
強
し
始
め
る
人
も
い
ま
す
。

青
年
海
外
協
力
隊
に
は
数
多
く
の

職
種
が
あ
る
中
、
中
国
で
は
日
本
語

教
師
が
多
く
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
日
本
語
学
習
者
が
多
い
と
い

う
理
由
だ
け
で
な
く
、
日
本
語
学
習

者
を
通
じ
て
多
く
の
中
国
人
に
今
の

日
本
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日
中
友
好

に
繋
げ
た
い
と
い
う
願
い
も
あ
る
か

ら
で
す
。
私
が
派
遣
さ
れ
た
内
蒙
古

大
学
に
は
す
で
に
ベ
テ
ラ
ン
の
日
本

人
教
師
が
お
り
、
私
が
出
来
る
こ
と

は
技
術
的
援
助
よ
り
も
、
多
く
の
中

国
人
に
今
の
日
本
と
い
う
国
・
人
・

文
化
を
知
っ
て
も
ら
い
、
好
感
を
も
っ

て
も
ら
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

で
す
か
ら
活
動
を
始
め
て
数
ヶ
月
が

過
ぎ
た
頃
、
あ
る
学
生
に
「
私
は
以

前
日
本
人
が
好
き
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
日
本
語
を
専
攻
す
る

こ
と
に
な
っ
て
、
内
田
先
生
と
出
会
っ

て
、
日
本
人
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。」

と
言
わ
れ
た
と
き
に
は
本
当
に
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
二
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
私
は
多
く
の
隊
員
に
比
べ
る

と
人
に
も
環
境
に
も
恵
ま
れ
て
い
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
以
前
は
無
関
心

だ
っ
た
中
国
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
機
会

を
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

協
力
隊
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

一
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。
い
ろ
い
ろ

な
職
種
・
派
遣
国
が
あ
り
ま
す
。
途

上
国
に
行
け
ば
そ
の
国
の
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
日
本
の
良
い
面
・
悪
い
面

も
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

青少年 海外派遣事業 

国際感覚を養い、個性豊かで
たくましい青少年を育成
　この夏、10人の中高生が1ヵ月間アメリカに
渡り、語学や文化について学びました。学校や地
域のリーダーとして、一回り大きくなって帰国し
た貴重な体験を作文で紹介します。 

（一部抜粋） 

カナダ 

アメリカ 

メキシコ 

参加者参加者ステイ先 参加者ステイ先 

カリフォルニア カリフォルニア 

ソノラ 
グラスバレー 
ソノラ 
グラスバレー 

「
サ
ン
キ
ュ
ー
だ
ら
け
の
毎
日
」 

伊集院中学校2年 

（グラスバレーで研修）

小 池 咲 貴  

私
は
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
た
く
さ

ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。「
グ
ッ

ド
・
モ
ー
ニ
ン
グ
」で
始
ま
っ
て「
グ
ッ

ド
・
ナ
イ
ト
」で
終
わ
る
毎
日
。誰
か

に
会
っ
た
ら
、「
ナ
イ
ス
・
ト
ゥ
・
ミ
ー

ト
・
ユ
ー
」、お
店
の
店
員
さ
ん
は
、帰

る
時「
ハ
ブ
・
ア
・
グ
ッ
ド
・
デ
イ
」と

言
い
ま
す
。そ
れ
に
、ア
メ
リ
カ
で
は

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も「
サ
ン
キ
ュ
ー
」

と
言
い
ま
す
。私
は
、こ
の
ス
テ
イ
で

い
っ
た
い
何
回「
サ
ン
キ
ュ
ー
」と
言
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

ス
テ
ィ
中
、風
邪
で
高
熱
が
出
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。私
が
寝
て
い

る
時
、マ
マ
が
水
と
氷
マ
ク
ラ
を
持
っ

て
き
て
く
れ
ま
し
た
。そ
の
時
マ
マ

が
本
当
の
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
見
え

ま
し
た
。本
当
は
す
ご
く
心
配
し
て

く
れ
て
い
る
の
に
、笑
顔
で
声
を
か

け
て
く
れ
て
、熱
な
ん
て
ふ
っ
と
び

そ
う
な
く
ら
い
の
元
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。「
サ
ン
キ
ュ
ー
」思
わ
ず
私
の

口
か
ら
出
た
言
葉
で
し
た
。日
本
で

も
感
謝
の
気
持
ち
を
常
に
持
ち
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。自
分
か
ら
自
然

と
あ
り
が
と
う
と
言
え
る
よ
う
に
心

掛
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
で
の
最
後
の
夜
、マ
マ

が
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う
言
葉
の
由
来

に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。「Fam

ily

」

の
Ｆ
は
フ
ァ
ー
ザ
ー
、Ｍ
は
マ
ザ
ー
、

Ｉ
Ｌ
Ｙ
は
Ｉ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

Ｙ
Ｏ
Ｕ

の
頭
文
字
を
と
っ
て
生
ま
れ
た
言
葉

だ
そ
う
で
す
。愛
す
る
人
が
み
な
家

族
と
い
う
の
は
、な
ん
て
素
敵
な
考

え
方
で
し
ょ
う
。私
は
胸
が
熱
く
な

る
の
を
感
じ
ま
し
た
。や
さ
し
い
マ

マ
の
目
を
見
な
が
ら
、一
ヵ
月
間
の

家
族
と
し
て
の
つ
な
が
り
に
感
謝
を

込
め
て「
サ
ン
キ
ュ
ー
」の
言
葉
を
送

り
ま
す
。

両
親
を
は
じ
め
、研
修
に
あ
た
り

支
援
を
い
た
だ
い
た
方
々
、中
学
二

年
生
の
こ
の
時
期
に
こ
の
よ
う
な
よ

い
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
少
し
で
も
多
く

生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ア
メ
リ
カ
」 

上市来中学校2年 

（グラスバレーで研修）

平 野 真 帆  

私
が
こ
の
事
業
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
た
の
は
、異
文
化
体
験
と
英
語

力
を
高
め
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
私
は「
何
事
に
も
積
極
的
に

行
動
す
る
」「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

た
く
さ
ん
話
す
」こ
と
を
目
標
に
し

ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、言
葉
も
気
候
も

お
金
も
違
い
大
変
で
し
た
が
、な
に

も
か
も
が
新
鮮
で
、グ
ラ
ス
バ
レ
ー

の
友
達
と
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で

き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
の
一
番
の
思
い
出
は

や
っ
ぱ
り
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

時
間
で
す
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

パ
パ
、マ
マ
、グ
ラ
ン
マ
、シ
ス
タ
ー

三
人
と
と
て
も
に
ぎ
や
か
な
家
庭
で

し
た
。積
極
的
に
話
し
か
け
る
こ
と

に
も
努
め
、私
が
話
し
た
こ
と
が
相

手
に
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
が
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
れ

た
両
親
、日
置
市
の
み
な
さ
ん
に
は

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
で
学
ん
だ
英
語
や
日
本
と

は
異
な
る
文
化
を
こ
れ
か
ら
の
生
活

に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
海
外
派
遣
事
業
で
学
ん
だ
こ
と
」 

吹上中学校3年 

（グラスバレーで研修）

有 村 健 登  

僕
は
今
回
の
青
少
年
海
外
派
遣
事

業
で
二
つ
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に

お
世
話
に
な
り
、様
々
な
こ
と
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ

で
過
ご
し
て
み
て
特
に
感
じ
た
こ
と

は
、ア
メ
リ
カ
人
は
笑
顔
が
多
い
と

い
う
こ
と
で
す
。顔
が
合
っ
た
ら
誰

に
で
も
ス
マ
イ
ル
を
返
し
て
く
れ
ま

す
。こ
の
こ
と
は
日
本
で
も
見
習
っ

て
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
の
で
、こ

れ
か
ら
心
掛
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま
た
逆
に
日
本
の
良
い
点
も
発

見
で
き
ま
し
た
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
か
ら
帰
る
バ
ス
の
運
転
の
荒
さ
か

ら
、日
本
で
の
運
転
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、

バ
ッ
グ
は
肌
身
離
さ
ず
持
っ
て
お
く

こ
と
、財
布
を
見
せ
な
い
こ
と
、お
釣

り
を
も
ら
っ
た
ら
数
え
る
よ
り
も
早

く
し
ま
う
こ
と
な
ど
を
聞
き
、改
め

て
日
本
の
警
察
の
大
切
さ
が
分
か
り

ま
し
た
。今
回
の
研
修
で
、ア
メ
リ
カ

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、

県
内
各
地
に
も
た
く
さ
ん
の
友
人
が

で
き
、色
々
な
意
見
を
交
換
で
き
た

こ
と
も
今
後
の
人
生
へ
の
大
変
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
下
さ
っ

た
日
置
市
の
み
な
さ
ん
、こ
の
事
業

に
参
加
さ
せ
て
く
れ
た
両
親
、学
校
、

そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
出
会
っ
た
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
す

べ
て
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。今
回
学
ん
だ
こ

と
は
、今
後
と
て
も
役
立
つ
経
験
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、

地
域
行
事
、学
校
行
事
等
様
々
な
こ

と
に
積
極
的
に
参
加
し
、地
域
や
学

校
に
役
立
て
る
人
と
な
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
」 

市来農芸高校1年 

（ソノラで研修）

山口 由佳理  

私
は
今
回
日
置
市
の
代
表
と
し
て

ア
メ
リ
カ
に
い
き
ま
し
た
。出
発
の

日
に
不
安
な
気
持
ち
だ
っ
た
私
に
友

達
が「
ゆ
か
り
頑
張
っ
て
き
て
ね
。不

安
だ
と
思
う
け
ど
、ゆ
か
り
な
ら
で

き
る
。遠
く
離
れ
た
日
本
で
応
援
し

と
く
か
ら
」と
メ
ー
ル
で
送
っ
て
き

て
く
れ
た
。不
安
だ
っ
た
気
持
ち
も

少
し
楽
に
な
っ
た
。成
田
の
ホ
テ
ル

で
は
、友
達
八
人
で
色
々
な
話
を
し

た
。ま
だ
慣
れ
な
い
人
と
も
少
し
ず

つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ

と
が
で
き
た
。私
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
に
行
く
直
前
に
決

ま
り
、二
人
で
ス
テ
イ
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。二
人
は
う
れ
し
か
っ
た
反

面
不
安
も
あ
っ
た
。仲
の
良
い
友
達

だ
っ
た
け
ど
、う
ま
く
や
っ
て
い
け

る
の
か
不
安
を
胸
に
ア
メ
リ
カ
に
出

発
し
た
。ア
メ
リ
カ
に
着
い
て
、一
番

び
っ
く
り
し
た
の
が
ト
イ
レ
の
隙
間

が
あ
き
す
ぎ
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
バ
ス
に
乗
っ
て
ソ
ノ
ラ
に

行
き
ま
し
た
。一
つ
一
つ
が
と
て
も

キ
レ
イ
で
ソ
ノ
ラ
は
と
て
も
い
い
町

で
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
Ｔ

Ｃ
の
先
生
で
し
た
。一
日
目
か
ら
キ
ャ

ン
プ
で
そ
の
ま
ま
キ
ャ
ン
プ
場
に
行

き
ま
し
た
。た
く
さ
ん
の
人
が
い
ま

し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
た
け
ど
、慣
れ
た
ら

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。そ
し
て
、

家
に
帰
る
と
家
に
プ
ー
ル
が
あ
り
、

早
速
プ
ー
ル
に
入
っ
て
二
人
で
バ
レ
ー

を
し
ま
し
た
。

私
は
七
月
い
っ
ぱ
い
で
こ
の
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
終
わ
り
で
し
た
。

八
月
か
ら
は
新
し
い
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
し
た
。サ
ヨ
ナ
ラ
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
別
れ
た
く
な
く
、み
ん
な
号
泣

で
し
た
。悲
し
か
っ
た
で
す
。Ｔ
Ｃ
の

男
の
先
生
が
日
本
語
で
、「
日
本
で
も

頑
張
っ
て
ね
。ま
た
ア
メ
リ
カ
の
ソ

ノ
ラ
に
来
て
ね
」と
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。と
て
も
う
れ
し
く
て
ま
た
泣

い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
い
い
経
験
を
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
日
置
市
の
み
な
さ
ん
、そ
し

て
、お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。ま
だ
新
婚
旅
行
に

行
っ
た
こ
と
の
な
い
両
親
に
私
が
立

派
に
な
っ
た
ら
絶
対
に
両
親
を
ア
メ

リ
カ
の
ソ
ノ
ラ
に
招
待
し
た
い
で
す
。

▲ 授業の様子▲ 教室で学生と記念写真

▲ 日本文化祭（写真下右から１人目）

▲ チンギスハン像の前で学生と

KKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKKK

青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
て

内
田
　
暁
子（
中
国
・
日
本
語
教
師
） 
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防消
だより

防消
だより

平
成
18
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

11
月
9
日
〜
15
日 

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
週
間 

平成18年秋季火災予防運動

　季節が秋から冬へと移り変わるこの時期、
いよいよ火災の多発期を迎えます。 
　これから春にかけて、暖房などの火を使う
機会が多く、また、空気も乾燥して火災が発
生しやすい状況になります。 
　「我が家からは絶対に火事を出さない。」
を合言葉に、家族でもう一度身の回りを点検
しましょう。 

これから火災多発時期 

次の方々が受賞者です（敬称略）。おめでとうございます。
入賞作品は火災予防運動週間中プラッセだいわ伊集院店に展示されます。

毎月９日に

普通救急救命講習を
実施しています。

【お問い合わせ先】

日置市消防署救急係

TEL 099－272－0119

平成18年度 日置市防災ポスターコンクール

妙円寺小６年
上江 昌大
（伊集院町）

日吉中３年
二石 咲
（日吉町）

伊作小１年
海老ヶ迫花恋

（吹上町）

妙円寺小３年 新山 隆教 上市来小６年 大迫 彩香
上市来中１年 福田 未優

湯田小２年 徳永 菜月 湯田小６年 内山 唯
東市来中３年 鹿丸 祥平

伊作小３年 本山 右京 日新小６年 永山亜佐美
日吉中２年 下内 良平

住宅火災による死者のうち、最も多いのが就寝中における
逃げ遅れです。
このことから住宅用火災警報器の設置が義務づけられまし
た。
最近では、住宅用火災警報器を設置していたため早めに火
災を発見することができて、被害を最小限に抑えることがで
きた事例が多くなってきています。
みなさんのお宅はどうですか？住宅用火災警報器を取り付
けていますか？大切な家族や家を守るために一日でも早く取
り付けることをお勧めします。

〈天井の場合〉 

天井に設置する場合は、壁やはりから60㎝以上離した位置 

〈壁の場合〉 

壁に設置する場合は、天井か
ら15㎝以上50㎝以内の位置 

エアコン、換気口などの吹き
出し口から1.5ｍ離した位置 

60 ㎝以上 

60㎝ 
以上 

15㎝以上 
1.5m以上 

50㎝以内 

異常発生を警報音または 
メッセージで知らせます。 

粗悪
品

悪質
な

訪問
販売

悪質な訪問販売にご注意！

　住宅用火災警報器が義務化されたことにより、
高額な価格で販売する悪質な訪問販売には十
分ご注意ください。 
※近くのホームセンターなどで購入できます。 

つけましたか？
住宅用火災警報器！

つけましたか？
住宅用火災警報器！

つけましたか？
住宅用火災警報器！

ヒュー
ヒュー

ヒュー

火事
です

！火
事で

す！
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まちまち 話題話題話題の
東市来東市来東市来東市来東市来情報をお寄せください

お
盆
前
の
八
月
十
一
日
の
夜
、
高
山
地
区
交
流
セ

ン
タ
ー
で
、｢

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｉ
Ｎ
高
山
２
０

０
６｣

が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
鹿
児
島
大
学
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ

ブ
（
部
員
三
十
人
）
が
、
毎
年
、
同
セ
ン
タ
ー
で
合

宿
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
練
習
成
果
を
発
表
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
が
十
一
回
目
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー

の
涼
し
げ
な
音
色
が
会
場
を
包
む
と
、
参
加
者
ら
は

昼
間
の
暑
さ
も
忘
れ
て
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
休
憩
時
間
に
は
、
子
ど
も
た
ち
は
大
学
生

か
ら
ギ
タ
ー
の
弾
き
方
を
習
う
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲ 住民とのふれあいも楽しいひととき

▲ 練習の成果を披露する学生

九
月
三
日
、
東
市
来
町
伊
作
田
の

江
口
浜
海
浜
公
園
で
、
日
置
市
・
い

ち
き
串
木
野
市
内
に
あ
る
郵
便
局
の

職
員
と
そ
の
家
族
ら
約
百
五
十
人
が

参
加
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
海

岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
鹿
児
島
県
郵
政
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
（
長
家
達
朗
会
長
）

が
、
地
域
の
自
然
環
境
を
守
ろ
う
と

初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
、
県
内
十

三
カ
所
の
海
水
浴
場
や
海
岸
で
一
斉

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
公
園
内
の
緑
地
や
砂
浜
、

波
打
ち
際
の
岩
場
な
ど
を
中
心
に
、

早
朝
か
ら
約
一
時
間
作
業
。
燃
え
る

ゴ
ミ
と
燃
え
な
い
ゴ
ミ
と
に
手
際
よ

く
拾
い
集
め
ら
れ
た
、
流
木
や
竹
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、

花
火
か
す
な
ど
の
ゴ
ミ
は
、
二
㌧
ト

ラ
ッ
ク
で
約
二
台
分
に
も
な
り
ま
し

た
。お

父
さ
ん
と
参
加
し
た
山
田
大
渡

く
ん
（
九
歳
・
東
市
来
町
長
里
）
は
、

「
竹
切
れ
や
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど

い
ろ
ん
な
ゴ
ミ
が
あ
っ
た
け
ど
、
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
き
れ
い
に
な
っ

て
気
持
ち
が
良
か
っ
た
」
と
笑
顔
で

話
し
ま
し
た
。

地域
交流

さわやかなクラシックの音色が、高山を包む…
サマーコンサート in 高山2006

江
口
浜
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
置
・
い
ち
き
串
木
野
管
内
郵
便
局

ひ

ろ

と

猛
暑
が
続
く
八
月
十
日
の
「
道

の
日
」
に
、
東
市
来
建
設
互
助
会

（
原
田
竹
生
会
長
）
の
二
十
二
会

社
、
百
三
十
人
の
皆
さ
ん
が
、
県

道
沿
い
の
草
払
い
な
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
置
市
の
美
化
活
動

に
貢
献
し
た
い
と
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
、
草
木
が
茂
り
、
見

通
し
が
悪
か
っ
た
曲
が
り
角
が
す
っ

き
り
と
し
、
視
界
も
良
く
な
り
ま

し
た
。

東
市
来
建
設
互
助
会
の
皆
さ
ん
、

暑
い
中
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

見
通
し
よ
く

　
道
路
が
き
れ
い
に

　
　
　
な
り
ま
し
た
！

東
市
来
建
設
互
助
会

八
月
二
十
六
日
、
第
二
十
一
回
薩

摩
半
島
柔
道
大
会
が
、
市
Ｂ
＆
Ｇ
東

市
来
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

市
内
外
十
五
の
中
学
校
か
ら
百
人
の

選
手
が
参
加
。
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

団
体
戦
Ｂ
の
部
で
は
、
東
市
来
中

チ
ー
ム
が
、
予
選
を
接
戦
の
末
勝
ち

抜
き
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
。

準
決
勝
で
は
、
市
来
中
と
日
吉
中
の

合
同
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
し
た
が
、

惜
し
く
も
敗
れ
三
位
で
し
た
。

な
お
、
個
人
戦
は
、
上
薗
悠
也
君

（
二
年
生
男
子
の
部
）
と
古
城

千
里

さ
ん
（
一
年
生
女
子
の
部
）
が
第
三

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

！

東
市
来
中
Ｂ
が
第
３
位

薩
摩
半
島
柔
道
大
会

夏
休
み
最
後
の
日
曜
日
の
八
月
二

十
七
日
、
こ
け
け
特
産
品
販
売
所
で

子
ど
も
た
ち
に
昔
な
が
ら
の
お
も
ち
ゃ

を
自
分
で
作
り
、
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
竹
工
作
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
同
販
売
所
が
主
催
し
た

も
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の

高
齢
者
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
慣

れ
な
い
小
刀
で
悪
戦
苦
闘
。
竹
と
ん

ぼ
や
水
鉄
砲
、
紙
鉄
砲
な
ど
を
作
り

上
げ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
で
作
っ
た

竹
と
ん
ぼ
を
大
空
め
が
け
て
楽
し
そ

う
に
飛
ば
し
、
は
し
ゃ
い
で
い
ま
し

た
。

こ
け
け
・
特
産
品
販
売
所
で
竹
工
作
体
験

天
ま
で
届
け

ボ
ク
の
竹
と
ん
ぼ

！

▲ 完成した水鉄砲でさっそく試し打ち

▲ 真剣な表情で作り方を教わる参加者

ふるさと
港まつり『秋太郎』を丸ごと一匹！！

あき た ろう

５月３日に行われた「第14回ふるさと港まつり」の抽選会
賞品の贈呈式が９月２日、江口漁業共同組合で行われました。
同漁協で水揚げされたばかりの体長約1.5メートル、重さ

約27キログラムの秋太郎（＝バショウカジキ）が、当選され
た２人へ贈呈されました。
日置市長賞を受賞した妙円寺小学校３年の田中雅大くんは、

｢刺身が大好きなので、いっぱい食べます。おばあちゃんや親
戚のおじちゃんにも分けてあげます｣と、うれしそうに話して
いました。
｢秋太郎｣の受賞者は、次のとおりです。

◆日置市長賞
田中 雅大（伊集院町小学生）

◆港まつり実行委員長賞
黒木 一生（伊集院町小学生）
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伊集院伊集院伊集院伊集院伊集院情報をお寄せくださいまちまち 話題話題話題の

九
月
九
日
、「
伊
集
院
地
域
キ
ッ

ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
日
置
市
中

央
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
校
区
ご
と
の
単
位
子
ど
も
会
で
開

催
さ
れ
て
い
た
子
ど
も
会
大
会
と
活

動
発
表
を
合
同
で
開
催
し
、
活
動
発

表
・
創
作
活
動
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等

を
通
し
て
、
お
互
い
の
情
報
を
交
換

し
あ
い
、
望
ま
し
い
子
ど
も
会
活
動

の
あ
り
方
や
指
導
者
・
育
成
者
の
役

割
を
研
究
す
る
と
と
も
に
、
地
区
内

の
子
ど
も
会
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と

い
う
も
の
で
、
今
年
で
第
三
回
を
数

え
ま
す
。

大
会
は
活
動
発
表
会
と
育
成
者
を

対
象
に
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
構
成
さ
れ
、
子
ど

も
会
や
育
成
会
な
ど
約
三
百
五
十
人

が
参
加
。
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
「
チ
ェ
ス
ト
」
の
メ
ン
バ
ー
が
実

行
委
員
会
の
中
心
と
な
り
、
進
行
役

を
果
た
し
ま
し
た
。

子
ど
も
会
活
動
発
表
で
は
、
立
野

子
ど
も
会
が
「
進
ん
で
参
加
す
る
子

ど
も
会
活
動
」
を
、
上
土
橋
子
ど
も

会
が
「
地
域
の
伝
統
行
事
を
受
け
継

ぐ
子
ど
も
会
活
動
」
を
、
妙
円
寺
一

区
子
ど
も
会
が
「
子
ど
も
会
を
通
し

て
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
」

を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を

生
か
し
た
活
動
を
発
表
し
ま
し
た
。

中
に
は
、
踊
り
や
劇
な
ど
を
取
り
入

れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
生
き
生
き

と
発
表
す
る
子
ど
も
会
も
あ
り
ま
し

た
。そ

の
後
、
子
ど
も
た
ち
は
伊
集
院

総
合
体
育
館
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
・

創
作
活
動
、
育
成
者
は
子
ど
も
会
育

成
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
と
分
か
れ
て

参
加
。
子
ど
も
た
ち
は
紙
ヒ
コ
ー
キ

や
紙
と
ん
ぼ
な
ど
の
五
コ
ー
ナ
ー
に

分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
創
作
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

元
町
天
神
子
ど
も
会
、
中
央
通
子
ど

も
会
、
寺
脇
子
ど
も
会
、
つ
つ
じ
ヶ

丘
二
・
三
区
子
ど
も
会
の
育
成
者
代

表
者
が
登
壇
し
、
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
央
公

民
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
は
、
子
ど
も
会

活
動
の
写
真
展
や
作
品
な
ど
も
展
示
。

参
加
者
は
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し

た
。大

会
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
だ

け
で
な
く
、
育
成
者
も
有
意
義
な
交

流
や
情
報
交
換
が
で
き
、
こ
れ
か
ら

の
子
ど
も
会
活
動
に
生
か
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

九
月
二
十
五
日
、
市
中
央
公
民
館

で
第
一
回
日
置
市
男
女
共
同
参
画
推

進
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
家
庭
、
地
域
、
職
場
な

ど
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
男
女
が

対
等
に
参
画
し
、
持
て
る
個
性
や
能

力
を
発
揮
し
な
が
ら
、
互
い
に
生
き

生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
市
民
参
加
に
よ
る

制
度
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
設

置
さ
れ
、
委
員
は
各
種
団
体
の
代
表

者
や
市
議
会
議
員
、
教
育
委
員
、
農

業
委
員
、
公
募
委
員
な
ど
十
八
人
で

構
成
さ
れ
ま
す
。

懇
話
会
で
は
、
委
員
の
委
嘱
状
の

交
付
、
会
長
・
副
会
長
の
選
任
が
行

わ
れ
、
会
長
に
市
地
域
婦
人
会
連
絡

協
議
会
の
有
馬
澄
子
さ
ん
、
副
会
長

に
市
議
会
の
花
木
千
鶴
議
員
を
選
任
。

そ
の
後
、
懇
話
会
の
内
容
や
今
後
の

進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

ま
し
た
。

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

子
ど
も
会
員
や
育
成
者
が
集
い
、互
い
の
活
動
を
学
び
あ
う

秋
の
交
通
安
全
期
間
中
の
九
月
二
十
一

日
、交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
出
発
式
が
行
わ

れ
、伊
集
院
警
察
署
や
交
通
安
全
協
会
の

方
が
地
域
内
を
巡
回
し
、交
通
安
全
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、飯
牟
礼
地
区
の
市
道
で
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、通
行
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
居
眠

り
運
転
を
防
止
す
る
ア
メ
や
ガ
ム
な
ど
を

配
布
し
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
は
高
齢
者
の
事
故
防
止
を
重

点
に
し
て
お
り
、高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に

「
孫
の
手
本
に
な
る
運
転
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
」と
孫
の
手
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

秋の交通
安全週間

飯
牟
礼
で
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

十
月
一
日
か
ら
、伊
集
院
警
察
署

の
署
名
が「
日
置
警
察
署
」と
な
り
、

二
日
に
旧
伊
集
院
警
察
署
で
警
察
署

長
や
市
長
な
ど
の
関
係
者
が
出
席
し
、

日
置
警
察
署
開
署
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。日

置
警
察
署
の
管
轄
区
域
に
つ
い

て
は
、旧
松
元
町
、旧
郡
山
町
の
区
域

が
鹿
児
島
西
警
察
署
の
管
轄
と
な
り
、

旧
串
木
野
警
察
署
の
管
轄
で
あ
っ
た

東
市
来
地
域
、旧
加
世
田
警
察
署
の

管
轄
で
あ
っ
た
吹
上
地
域
の
区
域
が

新
た
な
管
轄
区
域
と
な
り
ま
す
。

式
で
は
、日
置
警
察
署
長
が「
新
し

い
管
轄
区
域
と
な
り
、こ
れ
か
ら
管

内
の
住
民
と
力
を
合
わ
せ
て
、新
し

い
安
心
・
安
全
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。そ
の
後
、

警
ら
隊
が
管
轄
区
域
内
の
巡
回
に
出

発
し
ま
し
た
。

日置警察署
開署式

警
察
署
の
署
名
と
管
轄
区
域
が
変
わ
り
ま
す

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
を
開
催

九
月
十
三
日
、伊
集
院
文
化
会
館
で
、

映
画「
典
子
は
、今
」の
白
井
の
り
子
さ

ん
が「
典
子
は
、今
」〜
あ
れ
か
ら
二
十

五
年
〜
今
を
大
切
に
生
き
る
と
い
う
演

題
で
講
演
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
日
置

地
区「
講
演
を
聴
く
会
」の
主
催
で
行
わ

れ
た
も
の
で
、会
員
に
な
れ
ば
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。会
で
は
、年
明
け

に
も
、講
演
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
置
地
区「
講
演
を
聴
く
会
」

▲ 委嘱状の交付

▲ 懇話会の様子

市
内
最
高
齢
者

【
男
性
】 

原
口
　
榮
次
さ
ん（
百
三
歳
）日
吉
町
青
松
園

【
女
性
】 

石
川
　
ハ
ル
さ
ん（
百
七
歳
）伊
集
院
町
清
藤（
大
迫
）

九
月
の
第
三
月
曜
日
は
「
敬
老
の

日
」
で
し
た
。
こ
の
日
は
、
永
年
に

わ
た
り
社
会
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た

高
齢
者
を
敬
愛
し
長
寿
を
祝
う
日
と

し
て
制
定
さ
れ
、
市
内
の
各
自
治
会

で
は
、
趣
向
を
こ
ら
し
た
敬
老
会
が

そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、九
月
七
日
と
十
五
日
に

市
長
を
は
じ
め
関
係
者
が
百
歳
以
上

の
方
を
訪
問
し
、敬
老
金
と
記
念
品

を
贈
り
、長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
活
か

し
て
、元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

長
寿
を
祝
い
敬
老
訪
問

十
月
五
日
、
第
二
回
日
置
地
区
シ

ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
チ
ェ
ス
ト

小
鶴
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
、
日
置
市
の

四
地
域
と
い
ち
き
串
木
野
市
の
二
地

域
か
ら
約
五
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
50
ｍ
走
や
玉
入
れ
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
の
九
種
目
の

競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
参
加
者
は
精
一

杯
プ
レ
ー
。
珍
プ
レ
ー
や
好
プ
レ
ー

も
続
出
し
ま
し
た
。

結
果
は
総
合
優
勝
が
日
吉
地
域
、

二
位
が
伊
集
院
地
域
、
い
ち
き
地
域

と
な
り
ま
し
た
。

第
二
回
日
置
地
区
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

表敬
訪問

皆
さ
ん
は
商
品
を
購
入
す
る
際
に
、

正
確
な
つ
り
銭
と
同
様
に
商
品
の
表

示
量
が
適
正
な
の
か
注
意
し
て
い
ま

す
か
。

商
品
の
計
量
を
通
し
て
消
費
者
保

護
、
ひ
い
て
は
健
全
な
商
取
引
に
つ

い
て
考
え
よ
う
と
八
月
二
十
一
日
、

市
中
央
公
民
館
で
親
子
計
量
教
室
が

あ
り
ま
し
た
。
教
室
で
は
県
計
量
検

定
所
や
市
の
職
員
の
指
導
の
も
と
、

親
子
な
ど
消
費
者
代
表
十
人
が
集
い
、

市
内
三
店
舗
で
購
入
し
た
パ
ッ
ク
詰

め
商
品
な
ど
を
慎
重
に
計
量
し
誤
差

を
算
出
。
六
十
九
品
の
う
ち
四
品
に

若
干
の
不
足
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

十
一
月
一
日
は
計
量
記
念
日
で
す
。

家
族
で
計
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

考
え
て
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 親

子
計
量
教
室

親

計
量
教
室

親
子
計
量
教
室

親

計
量
教
室

親
子
計
量
教
室

親

計
量
教
室

親
子
計
量
教
室
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日 吉日 吉日 吉日 吉日 吉情報をお寄せくださいまちまち 話題話題話題の

　
九
月
十
八
日
月
曜
日
、台
風
十
三
号

接
近
の
た
め
一
日
順
延
し
行
わ
れ
た
日
吉

中
体
育
大
会
。一
時
強
い
雨
が
降
る
中
に

も
、生
徒
た
ち
は
最
後
ま
で
、各
競
技
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、二
十
四
日
日
曜
日
に
は
、各
小

学
校
の
大
運
動
会
が
、秋
晴
れ
の
も
と
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

九
月
二
十
六
日
、
日
吉
地
域
内
各

小
学
校
に
日
吉
町
交
通
安
全
協
会
か

ら
、
横
断
歩
道
を
渡
る
と
き
に
使
用

す
る
横
断
旗
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

日
新
小
学
校
で
は
、
同
協
会
の
的

場
勝
会
長
か
ら
「
横
断
を
す
る
時
は

右
左
を
よ
く
確
認
し
て
、
気
を
付
け

て
渡
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
一
言
添
え

児
童
代
表
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

他
の
学
校
に
も
、
交
通
安
全
協
会

の
校
区
会
長
か
ら
贈
呈
さ
れ
、
各
通

学
路
の
横
断
歩
道
な
ど
に
配
備
さ
れ

ま
し
た
。

日
吉
町
交
通
安
全
協
会

▲ 日新小で児童へ旗を手渡した的場会長

『
無
事
故
・
無
違
反
・
安
全
運
転
』を
願
い
、交
通
安
全
運
動
を
展
開
！

横
断
旗
の
贈
呈 

九
月
二
十
二
日
、
日
吉
支
所
南
側

玄
関
前
に
お
い
て
、
秋
の
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
る
広
報
パ
レ
ー
ド
出
発

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
出
発
の
前
に
は
、
表
彰
伝

達
式
が
あ
り
、
蹟
全
日
本
交
通
安
全

協
会
交
通
栄
誉
章
緑
十
字
銅
章
と
し

て
下
笠
艶
子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

▲ 表彰を受ける下笠さん

広
報
パ
レ
ー
ド
出
発
式
・
表
彰
伝
達 

九
月
二
十
五
日
、
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、

国
道
二
七
〇
号
沿
い
の
旧
二
之
宮
病

院
前
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
の
た
め
、
夕
方
早
め
に
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
点
灯
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
、

チ
ラ
シ
・
ガ
ム
・
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
を

運
転
手
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し

な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。ま

た
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
終
了

後
に
は
、
日
吉
中
学
校
で
地
元
業
者

の
協
力
の
も
と
、
自
転
車
通
学
生
徒

の
自
転
車
点
検
を
実
施
し
、
整
備
の

必
要
な
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ

に
学
校
へ
報
告
し
、
早
期
点
検
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

街
頭
で
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
る
協
会
員
ら

▲

九
月
二
十
三
日
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
伊
集
院
地
区

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
・

同
地
区
交
通
安
全
協
会
・

串
木
野
自
動
車
教
習
所
の

主
催
に
よ
る
「
安
全
運
転

技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
in

伊
集
院
大
会
」
が
、
串
木

野
自
動
車
教
習
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
伊
集
院
警
察

署
管
内
の
安
全
運
転
管
理

者
選
任
事
業
所
か
ら
十
二

名
が
参
加
し
、
二
十
五
問

の
学
科
試
験
と
教
習
所
内

に
設
け
ら
れ
た
特
設
コ
ー

ス
で
実
技
試
験
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

実
技
試
験
の
コ
ー
ス
は
、

縦
列
駐
車
、
Ｓ
字
コ
ー
ス
、

左
折
の
方
法
、
一
時
不
停

止
、
ブ
ル
ッ
カ
レ
コ
ー
ド
（
通
称
た

こ
つ
ぼ
、
前
進
で
進
入
し
前
進
で
脱

出
）
の
五
コ
ー
ス
。

参
加
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
な
教

習
車
（
Ａ
Ｔ
／
Ｍ
Ｔ
車
）
を
選
択
し
、

真
剣
に
競
技
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
優
　
勝
荻
田
正
利

（
日
置
市
役
所
日
吉
支
所
）

◆
準
優
勝
加
藤
拓
磨
（
㈱
加
藤
組
）

◆
第
三
位
西
峯
登
（
西
郷
組
）

【
女
性
の
部
】 

◆
優
　
勝
浜
島
良
子
（
西
郷
組
）▲ 女性の部で優勝した浜島さん

日吉緑竹会の横山薫（日吉町日置）
さんが、所有の畑で一つの緑竹の
地下茎から８本のタケノコが一緒
に出ていたのを見つけ、生産者仲
間でも“珍しい”と吉利物産店で
展示したところ、「末広がりの８
にちなんで縁起がいい」と、買い
物客や噂を聞きつけた見学者でに
ぎわいました。

安全運転技能オリンピック in 伊集院大会

▲ 日吉中学校

▲ 住吉小学校

▲ 日置小学校

▲ 日新小学校 ▲ 吉利小学校

▲ 扇尾小学校（今年は赤白同点優勝）

小中学校運動会小中学校運動会小中学校運動会

日
新
小
学
校

「
一
人
一
研
究
発
表
会
」を
開
催
！

日
新
小
学
校
で
九
月
七
日
、
夏
休

み
明
け
恒
例
の
「
一
人
一
研
究
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
夏
休
み
に
子
ど

も
た
ち
が
観
察
・
実
験
・
採
集
し
た

理
科
の
自
由
研
究
、
歴
史
や
地
域
の

様
子
な
ど
を
調
べ
ま
と
め
た
社
会
の

自
由
研
究
、
絵
画
や
工
作
な
ど
、
各

自
が
研
究
し
た
こ
と
や
作
製
し
た
も

の
を
、
み
ん
な
の
前
で
わ
か
り
や
す

く
発
表
す
る
も
の
で
、
大
勢
の
前
で

話
す
こ
と
を
苦
手
と
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
に
、
発
表
す
る
機
会
を
多
く

設
け
、
自
分
の
考
え
を
自
信
を
持
っ

て
堂
々
と
表
現
で
き
る
子
ど
も
の
育

成
が
ね
ら
い
で
す
。

当
日
は
、
授
業
参
観
を
兼
ね
多
く

の
保
護
者
も
見
守
る
中
、
各
学
級
で

発
表
が
行
わ
れ
「
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
の

育
て
方
」、「
ス
ッ
ポ
ン
の
研
究
」、「
カ

ビ
は
ど
う
し
て
生
え
る
か
」、「
戦
国

の
武
将
」、「
貝
あ
わ
せ
を
つ
く
ろ
う
」

な
ど
、
研
究
テ
ー
マ
も
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
み
、
発
表
の
方
法
も
実
物
を
提

示
し
た
り
写
真
や
グ
ラ
フ
に
表
し
た

り
す
る
な
ど
様
々
に
工
夫
さ
れ
、
一

人
ひ
と
り
堂
々
と
し
た
発
表
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

発
表
を
聴
く
子
ど
も
た
ち
や
保
護

者
は
「
質
問
し
た
い
こ
と
は
な
い
か
」、

「
発
表
の
仕
方
や
内
容
が
わ
か
り
や

す
か
っ
た
か
」、「
も
っ
と
工
夫
で
き

る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
か
」

な
ど
、
発
表
の
方
法
な
ど
を

お
互
い
に
評
価
し
な
が
ら
、

意
見
交
換
し
ま
し
た
。

▲

研
究
の
成
果
を
堂
々
と
発
表
す
る

児
童

▲
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吹 上吹 上吹 上吹 上吹 上情報をお寄せくださいまちまち 話題話題話題の

九
月
二
十
四
日
、
和
田
地
区
に
こ

に
こ
運
動
推
進
協
議
会
主
催
の
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
が
あ
り

ま
し
た
。

大
会
に
は
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
四
十
人
が
参
加
し
、
彼
岸
花
が
咲

き
誇
る
和
田
路
を
、
会
話
を
弾
ま
せ

な
が
ら
マ
イ
ペ
ー
ス
で
満
喫
。

参
加
者
は
地
域
を
観
な
が
ら
健
康

づ
く
り
。
参
加
し
た
小
学
生
は
「
和

田
も
広
い
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
、

感
想
を
話
し
ま
し
た
。

地
域
を
挙
げ
た
健
康
づ
く
り
。
各

地
区
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

親子が競う体育祭

出
発
の
朝
、
台
風
十
号
の
影
響
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
離
陸
。

予
定
よ
り
早
く
到
着
し
ま
し
た
。
ク

ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
空
港
に
は
、
前
国

際
交
流
員
の
サ
イ
ド
さ
ん
を
は
じ
め
、

大
勢
が
出
迎
え
て
く
れ
、
大
使
を
感

激
さ
せ
ま
し
た
。

今
回
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光

局
が
推
奨
す
る
ド
ラ
ニ
村
に
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
。
午
前
０
時
過
ぎ
の
到
着
も
、

ホ
ス
ト
は
待
っ
て
い
て
く
れ
ま
し
た
。

翌
日
か
ら
さ
っ
そ
く
、
マ
レ
ー
シ

ア
ら
し
さ
を
た
っ
ぷ
り
体
験
。
マ
レ
ー

式
結
婚
式
に
参
加
し
た
り
、「
バ
テ
ッ

ク
」
と
い
う
布
の
手
染
め
も
学
ん
だ

り
。
夜
は
、
ホ
タ
ル
鑑
賞
。
木
に
留

ま
っ
て
光
っ
て
い
る
様
子
は
、
ク
リ

ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
よ
う
。
自
然
の
豊

か
さ
に
感
動
し
ま
し
た
。

村
の
お
菓
子
工
場
も
見
学
し
ま
し

た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
工
程
が
手
作
り

で
、
驚
き
ま
し
た
。

文
化
交
流
会
で
は
、
村
伝
統
の
踊

り
が
披
露
さ
れ
、
大
使
も
マ
レ
ー
シ

ア
ダ
ン
ス
と
日
本
の
「
ペ
コ
リ
ナ
イ

ト
」
を
披
露
。
村
人
と
「
吹
上
音
頭
」

も
踊
り
ま
し
た
。

こ
の
交
流
を
支
え
るA

LE
P
S

と

M
F
F
A

と
の
交
流
会
に
は
、
吹
上

で
学
ん
だ
研
修
生
な
ど
が
駆
け
つ
け
、

マ
レ
ー
シ
ア
で
吹
上
の
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。

人
と
人
、
心
と
心
の
交
流
は
、
今

年
も
国
境
を
越
え
ま
し
た
。

▼ マレーシアの結婚式に出席した中学生５人、やや緊張気味

▼ ココナツジュースに挑戦する大使（一般３人）

人と人 心と心が
国境を越えて

マレーシア親善大使派遣事業
（８/19～８/26）

ほ
ん
の
わ
ず
か
な

体
験
で
す
が

長
野
重
子
さ
ん

（
永
吉
ふ
も
と
）

＊1）ALEPS＝マレーシア東方政策元留学生で組織したNGO
＊2）MFFA＝マレーシア吹上友好協会

九
月
十
八
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、

吹
上
地
域
の
地
区
や
自
治
会
で
敬
老

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
食
や
運

動
会
な
ど
、
地
域
を
挙
げ
た
個
性
あ

る
催
し
で
、
人
生
の
先
輩
を
ね
ぎ
ら

い
、
さ
ら
な
る
長
寿
を
願
い
ま
し
た
。

野
首
地
区
（
写
真
）
は
九
月
十
日

に
行
わ
れ
、
子
ど
も
会
の
歌
や
婦
人

部
の
踊
り
を
楽
し
ん
だ
後
、
自
ら
が

輪
踊
り
に
も
加
わ
り
に
ぎ
や
か
に
過

ご
し
ま
し
た
。

「
来
年
も
元
気
で
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
出
席
し
ま
す
」。
参
加
し
た
お

年
寄
り
は
、
に
こ
や
か
に
そ
う
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

各
地
で
敬
老
行
事

い
つ
ま
で
も健や

か
に

去
年
初
め
て
出
会
っ
た
私
の
大
切

な
友
人
か
ら
の
誘
い
。「
マ
レ
ー
シ

ア
に
一
緒
に
行
か
な
い
？
」。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
生
活
習
慣
の

違
い
に
び
っ
く
り
し
、
戸
惑
い
、
し

か
も
言
葉
は
通
じ
な
い
。
が
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
実
際
の
も
の
を
指
差
し

て
こ
れ
は
？
こ
れ
は
？
聞
い
て
耳
か

ら
入
る
音
声
を
メ
モ
帳
に
書
き
写
し
。

お
母
さ
ん
に
は
昔
の
古
い
足
踏
み
の

ミ
シ
ン
も
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

バ
イ
ク
の
荷
台
に
何
度
も
乗
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
風
を
切
っ
て
走
る
バ

イ
ク
の
感
覚
は
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。マ

レ
ー
シ
ア
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
を

体
験
し
た
に
す
ぎ
な
い
け
れ
ど
、「
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
の
言
葉
ど
お

り
、
私
の
人
生
に
か
け
が
え
の
な
い

大
き
な
糧
を
得
ま
し
た
。

＊
２

＊
１

和
田
地
区
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

地
域
観
な
が
ら
健
康
づ
く
り

県
消
防
操
法
大
会
が
八
月
三
十
一

日
、
鹿
児
島
県
消
防
学
校
で
行
わ
れ
、

和
田
部
が
ポ
ン
プ
車
の
部
に
日
置
支

部
代
表
（
日
置
市
・
い
ち
き
串
木
野

市
）
と
し
て
初
出
場
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
折
雨
が
叩
き
つ
け
る

あ
い
に
く
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
そ

れ
を
も
の
と
も
せ
ず
、
和
田
部
の
団

員
は
堂
々
た
る
操
法
を
披
露
。
結
果

は
わ
ず
か
に
及
ば
ず
五
位
と
な
り
ま

し
た
が
、
地
域
の
安
全
を
守
る
消
防

魂
は
さ
ら
に
強
固
に
な
り
ま
し
た
。

吹
上
青
松
弓
道
大
会
が
九
月
二
十

三
日
、
吹
上
浜
公
園
弓
道
場
青
松
日

新
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
県
内
か
ら
三
十
二
チ
ー

ム
が
出
場
。
緊
張
し
た
空
気
が
み
な

ぎ
る
道
場
で
、
28
ｍ
先
に
あ
る
直

径
36
㌢
の
的
を
目
が
け
、
日
ご
ろ

修
練
し
た
腕
前
を
競
い
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

団

体

二

位

吹
上
Ａ

個
人
男
子
二
位

益
満

太（
吹
上
Ａ
）

個
人
女
子
優
勝

田
中

順
子（
吹
上
Ｂ
）

鹿
児
島
県
消
防
操
法
大
会

初
陣
和
田
部
が
五
位

全
日
本
小
学
生
相
撲
優
勝
大
会
九

州
予
選
会
と
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲

大
会
が
九
月
十
日
、
吹
上
浜
公
園
相

撲
場
で
あ
り
ま
し
た
。
大
会
に
は
九

州
各
県
代
表
の
小
学
生
力
士
（
女
児

含
む
）
が
出
場
。
全
国
大
会
出
場
を

か
け
た
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

桟
敷
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
観

客
で
、
声
援
が
激
闘
を
後
押
し
。

大
会
の
選
手
、
関
係
者
は
前
日
か

ら
旅
館
な
ど
に
宿
泊
。
九
州
大
会
の

開
催
は
、
地
域
振
興
に
も
大
き
く
寄

与
し
て
い
ま
す
。

全
日
本
小
学
生
相
撲
大
会
九
州
予
選
・
全
九
州
わ
ん
ぱ
く
相
撲

九
州
の
豆
力
士
一
同
に

９月に開催された吹上高、吹上
中の体育祭には、生徒と保護者が
ともに競技する種目も設けられま
した。
お互いのプライドをかけて競う

姿は大会を大いに盛り上げました。
「吹上の風になれ」（吹上高） 
「燃えろ青春輝け感動の嵐」（吹上中） 

吹上高校体育祭

吹上中体育大会

緊張切り裂く矢
第10回
吹上青松弓道大会



（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

和
田

隆
将

康
隆

赤
仁
田

鮫
島

颯
介

宏
太
郎

西
本
町

地
頭
所
璃
子

健
太

坂
元

森
田

煌
大

博
崇

下
田
尻

田
中

快
音

誠

西
本
町

前
屋
敷
愛
菜

勝
利

北
湯
之
元

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

町
田

快
斗

誠

麓
下

坊
野

朋
香

貴
之

田
之
湯

寺
園

誉

秀
人

麓
下

堀
之
内
勇
斗

浩

古
市

武
田

珀
仁

秀
仁

田
之
湯

笹
川

祐
輝

貴
士

坂
之
上
下

清
藤
明
日
香

浩
文

麓
下

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

永
山
美
佳
里

修
一

山
田

山
内

美
礼

広
則

山
田

日
吉
地
域 
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お

め

で

た

東
市
来
地
域 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

堂

ミ
ツ

92

青
松
園

黒
木

恵

30

日
置
麓

日
吉
地
域 

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

奥

勇
造

93

下
中
之
里

福
添

高
子

76

下
中
之
里

山
ノ
上
ツ
マ

88

西
宮
内

堀
之
内

巖

82

原
園

中
馬

金
治

94

下
田
尻

久
保

義
和

51

北
湯
之
元

黒
川
不
可
止

77

坊
野
上

岡
元

夫

90

田
代
野

堂
下

節

83

花
熟
里

今
屋

清
行

58

梅
里
下

堂
下
美
代
子

67

小
野
馬
場

吹
上
地
域 

伊
集
院
地
域 

伊
集
院
地
域 

戸 籍

の 窓

戸 籍

の 窓
このコーナーに掲載
を希望されない方は
手続きのときに、お
申し出ください。 

（
出
生
児
）

（
保
護
者
）（
自
治
会
）

小
村

奈
也

明
智

つ
つ
じ
ヶ
丘
１
区

前
田

遥

賢
昭

下
神
殿
１
区

加
藤

未
夢

博
行

立
野

内
田

泰
誠

昇
一

平
古

吉
村

遥
花

英
樹

猪
鹿
倉

宇
都
宮

葵

信
良

朝
日
ヶ
丘

中
島

璃
月

剛

郡
下

新
宅

希
空

文
昭

四
郎
園

松
下

梨
呂

美
佐
子

妙
円
寺
１
区

田
之
畑

凛

武

猪
鹿
倉

馬
塲

南
帆

勇
樹

郡
下

津
々
見
愛
梨

隆
司

野
田
３
区

佐
々
木

晶

大

徳
重
東

牧
枝
可
三
里

和
朋

妙
円
寺
９
区

谷
口

佑
希

孝
一

天
神
馬
場

重
留

旭
陽

辰
美

桑
畑

西
郷

陽
奈

隆
次

徳
重
東

内
田

葵

剛

妙
円
寺
５
区

國
生
ひ
か
り

誠

妙
円
寺
５
区

西
原

凛
香

悟
史

向
江
町

お

く

や

み

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

松
下
フ
ミ
ヱ

87

妙
円
寺
２
区

和
田
善
之
助

87

下
土
橋

吉
村

政
信

77

麓
東

新
山

一
俊

54

中
央
通

東
小
薗
ア
イ

69

徳
重
東

元
山

喜
美

81

妙
円
寺
９
区

横
山

勝
彦

90

天
神
馬
場

新
冨

克
子

74

立
野

重
吉

國
廣

82

寺
脇

田
村

キ
ヨ

90

郡
内

角

シ
ゲ
子

74

大
田
上

（
故
人
）

（
享
年
）（
自
治
会
）

中
園

藤
義

68

下
養
母

山
田

ト
ヨ

100

秋
光
園

元
山

豊
和

36

江
口

赤
増

孝
志

43

赤
崎

岡
元

湯

61

向
湯
田

立
和
名
六
夫

77

高
塚
西

藤
田

久
子

65

古
市

永
井

弘
美

73

神
之
川

比
良

淳
子

60

上
野
西

上
薗
キ
ク
枝

90

赤
崎

恒
吉

ナ
ル

82

荻

富
奥

國
夫

89

下
養
母

下
松

典
夫

77

田
之
湯

山
口

修

54

麓
下

小
園
ス
ミ
子

80

元
養
母

馬
場
口
求
巳

88

田
之
湯

入
田
ノ
ブ
子

78

杉
之
迫

久
保

直

92

田
之
湯

は
る

か

た
い

せ
い

み
な

ほ

ゆ
う

き

あ
さ

ひ

り
ん

か

か
い

と

と
も

か

あ
い

り

え

み

り

の

あ

り

ろ

ひ

な り
ん

り

る

９
月
受
付
分（
敬
称
略
）

９
月
受
付
分（
敬
称
略
）

����� �����	
 ��

あ
き
ら

あ
お
い

は
る
か

あ
お
い

み

ゆ
う

だ

い

や

り
ゅ
う
し
ょ
う

り

こ

ま

な
ほ
ま
れ

ゆ
う

と

か
い

と

は
く

と

ゆ
う

き

あ

す

か

み

か

り

み

ら
い

こ
う

だ
い

そ
う

す
け

磯道　なつきさん 松尾　郁恵さん 江田　麻美さん 

日
置
市
の
観
光
大
使
と
し
て
、
第

二
代
「
ミ
ス
ひ
お
き
」
が
決
定
し
、

八
月
二
十
六
日
、
初
代
ミ
ス
と
の
引

継
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
二
代
「
ミ
ス
ひ
お
き
」
は
松
尾

郁
恵
さ
ん
（
東
市
来
）、
磯
道
な
つ

き
さ
ん
（
伊
集
院
）、
江
田
麻
美
さ

ん
（
吹
上
）
の
三
人
。

引
継
式
に
は
初
代
、
二
代
ミ
ス
ひ

お
き
、
観
光
協
会
や
市
担
当
職
員
が

出
席
し
、
初
代
ミ
ス
ひ
お
き
の
一
年

間
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
新
し
い
ミ
ス

ひ
お
き
を
激
励
し
ま
し
た
。

松
尾
さ
ん
は
「
生
ま
れ
育
っ
た
日

置
市
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
県
内
に

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
磯
道
さ
ん
は

「
日
置
市
は
ず
っ
と
住
ん
で
い
た
い

と
思
う
ま
ち
。
歴
史
の
ま
ち
を
Ｐ
Ｒ

し
た
い
」
江
田
さ
ん
は
「
日
置
市
に

は
美
し
い
自
然
が
い
っ
ぱ
い
。
精
一

杯
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と
そ
れ
ぞ

れ
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

三
人
は
今
後
、
日
置
市
観
光
の
顔

と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
Ｐ
Ｒ
活

動
に
参
加
。
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
二
代
「
ミ
ス
ひ
お
き
」
決
定
！ 

日
置
市
観
光
大
使
と
し
て
の
活
躍
に
期
待 

ニラとエビの酢辣湯風（スアンラータン） 

⑩ 

【材　料（2人分）】  
・ニラ・・・・・・・・・・・・・・・・・50g

・無頭エビ・・・・・・・・・・・・・60g

・レモン果汁・・・・大さじ1と

しょうが（千切り）・・・・5g

ネギ（斜め切り）・・・・・20g

しめじ類・・・・・・・・・・・30g

顆粒鶏ガラだし・・小さじ

水・・・・・・・・・・・・・２カップ

・塩、こしょう・・・・・・・・各少量

・ごま油・・・・・・・・・・・小さじ

【作り方】  

① 殻と背綿を除いたエビにレモン果
汁大さじ1/2をふる。

② ごま油を熱し、A、エビの順に炒め、
最後にBを加える。

③ 煮立ったら塩・こしょうで味を整え、
残りのレモン汁を加える。

④ ４㎝の長さに切ったニラを加えて
ひと混ぜし、すぐに火を止める。

健幸情報
ひおき
シリーズ（10）

心もからだも健康になればみんな幸せ

保健推進員と共に「生涯現役で豊かな人生」をめざしましょう!!

1
2

2
3

1
2

各地域には市民の健康づくり推進活動の担い手として、保健推進員、母子保健推進員、運

動普及推進員、食生活改善推進員など多くの方々がいらっしゃいます。今回、その中の一員

である保健推進員の方々について紹介します。

現在、日置市には、341人の保健推進員の方々が健康づくりの推進役として活動しています。

各自治会の市民の方々を対象に、基本健診やガン検診等の受診勧奨や健康づくりに関する教

室開催などをしています。日置市では『子どもから高齢者まで安心して暮らせるまちづ
くり』をめざし、日置市健康増進計画（元気な市民づくり運動）策定に向け、10月に市民
2,000世帯の方々を抽出して健康実態調査を実施します。調査票の回収など地域の方々と行

政とのパイプ役となり幅広く活動しています。

保健推進員と共に をめざしましょう!!

Ａ

Ｂ
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シリーズ⑰

ひと いきいき

馬
渡
自
動
車
整
備
工
場
を
経
営
す
る
馬
渡
義
秋
さ
ん
は
、
市
文
化
協
会
の
天
文
同
好
会
に
所

属
し
、
公
民
館
講
座
「
星
の
観
望
会
」
講
座
の
指
導
者
も
務
め
ま
す
。
年
四
回
の
活
動
で
五
人

の
指
導
者
と
約
三
十
人
の
講
座
生
と
と
も
に
季
節
の
星
空
を
観
察
し
て
い
ま
す
。
平
成
十
二
年

に
は
自
宅
の
建
設
と
同
時
に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
馬
渡
ド
ー
ム
」
を
建
設
。
公
民
館
講
座
に
も

使
用
さ
れ
る
こ
の
ド
ー
ム
は
す
べ
て
手
作
り
。
電
球
を
使
用
し
た
季
節
ご
と
の
星
座
や
天
体
望

遠
鏡
、
外
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
が
設
置
で
き
る
な
ど
本
格
的
な
設
備
が
整
っ
て
い
ま
す
。
飯

牟
礼
峠
の
高
台
に
建
設
さ
れ
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
空
気
が
澄
ん
で
い
て
、
天
気
が
い
い
時

に
は
南
方
の
星
空
が
よ
く
見
え
る
そ
う
で
す
。

現
在
、
馬
渡
ド
ー
ム
は
公
民
館
講
座
で
使
用
さ
れ
る
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
や
一
般
の
方
に
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
訪
れ
た
の
は
、「
夏
休
み
の
自
由
研
究
」
を
す
る
小
学
生

や
職
場
の
お
母
さ
ん
グ
ル
ー
プ
。
ま
た
市
外
か
ら
訪
れ
る
方
も
。

馬
渡
さ
ん
は
平
成
十
五
年
九
月
に
ハ
ワ
イ
の
マ
ウ
ナ
ケ
ア
山
頂
（
標
高
四
千
二
百
メ
ー
ト
ル
）

に
あ
る
世
界
一
の
望
遠
鏡
「
す
ば
る
」
を
視
察
。
そ
の
他
、
県
内
外
の
天
文
台
に
も
足
を
運
ん

で
い
て
、
取
材
に
伺
っ
た
時
に
は
、
当
時
の
写
真
や
自
分
で
撮
影
し
た
写
真
を
見
せ
な
が
ら
星

の
魅
力
に
つ
い
て
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
や
一
般
の
人
た
ち
と

と
も
に
観
望
会
を
行
い
、
星
座
や
宇
宙
の
魅
力
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
い
、
地
球
の
大
切
さ
や

生
命
の
大
切
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
」

「
今
後
は
市
内
の
各
地
域
で
観
望
会
を
行
い
、
伊
集
院
だ
け
で
な
く
他
地
域
と
の
交
流
を
深
め

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
」
と
話
す
馬
渡
さ
ん
の
さ
ら
な
る
挑
戦
が
続
き
ま
す
。

＆

ゆ
め
チャレンジ

『
夢
』 吹

上
中
学
校
三
年
　
　
鳥
越
　
智
仁 

く
ん 

ウォッチウォッチウォッチ

東市来町湯田 

と

り

ご

え

　

　

と

も

ひ

と

 

私の作品展私の作品展

　3年前に仕事を辞めたのを機に、以
前から興味のあったパッチワークを公
民館講座で習い始めました。現在も月
1回の教室が待ち遠しく、家でも時間
を見つけては楽しく取り組んでいます。
作品は主にバッグなどの小物類が多く、
完成した作品は友人にプレゼントした
りして喜んでもらえるのがうれしいです。
でも、制作するときは色とデザインの
組み合わせがむずかしく、満足する作品は少ないですね。いず
れは、畳一枚ぐらいの作品を完成させることが夢です。 

松下　フミ子　（61歳） さ
ん 

「パッチワーク」 
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馬渡 義秋
ま わたり よし あき

さ
ん［59歳］ 

●伊集院町飯牟礼で馬渡自動車整備工場の経営者。 
　文化協会の天文同好会に所属し、公民館講座「星の
観望会」講座の指導者も務める。 

伊集院町飯牟礼　（飯牟礼下自治会） 扇尾小学校の近くに、しんこ団子発祥の地とい
われている深固院跡があります。深固院は、元中
３年（1386）に名僧として有名な石屋真梁（1349
～1428）によって開かれ、明治の廃仏毀釈によっ
て廃寺になりました。
石屋は、南朝の武将として知られている伊集院

忠国の11番目の子どもとして生まれました。６
歳で寺に入って禅宗（曹洞宗）の僧侶になり、鹿
児島の福昌寺（島津本家の菩提寺）、伊集院の妙
円寺、永吉の妙通寺（後の天昌寺）などの寺院を
創建しました。
石屋は深固院で禅宗を布教しながら、多くの人

に学問を教えたと伝えられています。石屋は、貧
しい農民のため落穂を拾い粉にして餅をつき、醤
油をかけて焼き、皆に食べさせ喜ばれたと伝えら
れており、これがしんこ団子の始まりとされてい
ます。
扇尾地区では、しんこ団子の伝承を活かして、

毎年11月に「深固院祭り」を行っており、地区
内外から多くの人が訪れます。

〈引用参考文献〉『日吉町郷土史　下巻』 

せき おく しんりょう

僕
の
夢
は
、
保
育
園
の
頃
か
ら
大
工
で
す
。

大
工
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
け
ど
、
幼
い
頃
祖
父

が
、「
宮
大
工
は
す
ご
い
よ
。
伝
統
の
技
術
を

使
っ
て
家
を
建
て
る
。」
と
言
う
の
を
聞
い
て
、
興
味

が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
そ
の
夢

は
次
第
に
強
い
意
志
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

中
学
校
に
入
り
高
校
の
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な

く
な
っ
た
と
き
、
新
し
い
夢
も
思
い
つ
き
ま
し
た
。
そ

れ
は
、
建
築
士
で
す
。
家
を
建
て
る
前
の
設
計
を
し
た

り
す
る
も
の
で
す
。
僕
は
、
宮
大
工
の
技
術
と
建
築
士

の
技
術
を
組
み
合
わ
せ
て
伝
統
的
な
建
て
方
と
新
技
術

を
取
り
入
れ
た
家
を
設
計
し
自
分
の
手
で
建
て
た
い
で

す
。
そ
れ
を
叶
え
る
に
は
、
進
学
す
る
高
校
を
ど
う
す

る
か
、
と
て
も
悩
ん
で
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
学
力
を
つ

け
て
高
校
へ
進
み
夢
を
あ
き
ら
め
ず
一
歩
一
歩
進
ん
で

実
現
さ
せ
た
い
で
す
。
十
年
後
き
っ
と
、
僕
が
設
計
し

た
家
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

元
気
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

市
内
に
在
住
の
6
歳
以
下
の
お
子
さ
ん 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
⑤
広
報
へ
の
ご
意
見

⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課（
住
所
は
末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。 

川崎　朱里ちゃん（4歳9か月） 
　　　朱花ちゃん（4歳9か月） 
　　　朱那ちゃん（4歳9か月） 

わがまま３人娘。元気いっぱいに育っ
てね。

■おとうさん・おかあさんから

父 忠さん 母 美香さん
（東市来町美山）

大庭　拓夢くん（2歳5か月） 

大きな夢にむかって元気に育ってね。

■おとうさん・おかあさんから

父 晋作さん 母 智美さん
（東市来町伊作田）

たく む

あや な

あや か

あか り

深固院跡（日吉地域） 
し ん 　 こ 　 い ん  

本
庁
か
ら
車
で
15
分 

日
吉
支
所
か
ら
東
へ
車
で
20
分 

Access




